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民話語り部 門間ク 一フ

昭和 16年生 松川町浅川在住
「語りと方言の会」会員として活躍中
各学校や学習センター (公民館)よ り
依頼され、民話を語っている。
著書「それそれの愛」「ここだけの話」

「しのぶ山ざっと昔」
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迎
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秀
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全
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和
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様
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は
じ
め
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代
住
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十
八
世
透
宗
憲

一
大
和
尚
十
三
回
忌
の
法
要
を
お
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と
め
い
た
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町
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内
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独

コ
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ト
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加
え
、

青
森
県
か
ら
熊
本
県
ま
で
の
全
国
各
地
で
演

奏
活
動
を
展
開
す
る
な
ど
大
活
躍
中
。
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以
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に
の
ぼ
る
。
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―岩手県正法寺等参拝 (日 本一の茅葺屋根 0東北の |
本山と称される)と 精進料理 (昼食)を いただく旅下‐

(出 発 ) (乗車) (休憩)         (休 憩)

長秀院前 一―― 仲興寺前 一==一 福島西 IC――
一 国見 SA=一一==― 長者原 SA
7:55-8: 10

(参拝)

こくせきじ

9: 15-9:30

(参拝)

もうつうじ

―
平泉前沢 IC― 正法寺 一 黒石寺        毛越寺

(休憩) (休憩)

―一 達谷窟毘沙門堂
―

関 IC― 長者原 SA=―一一一 国見 SA― 福島西 IC
15: 15-15:45

(下車)        (解 散)

―
仲興寺前 一一一― 長秀院前

18:45  18:50

□
目
固
因

参加費 1人 17,000円
16名限定 定員になり次第〆切

※
本
年
は
正
法
寺
に
お
い
て
精
進
料
理
を
頂
く
参
拝
と
な
る
た

め
、
正
法
寺
の
受
け
入
れ
が
十
六
名
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
申
込
人
数
に
な
り
次
第
〆
切
り
ま
す
。

多
く
の
皆
様
の
お
力
を
賜
り
い
よ
い
よ
四
百
年
報
恩
記
念
法

要
と
な
り
ま
す
。

改
め
て
四
百
年
と
い
う
時
間
を
感
じ
る
も
の
で
す
。
大
震
災

。

原
発
事
故
か
ら
七
年
目
で
す
が
、　
一
つ
一
つ
、
時
代
の
中
で
力

を
尽
く
し
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

ご
協
力
と
ご
尽
力
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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一一
一一
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お

ね

が

い

行
事
等
も
多
く
、
住
職
が
不
在
が
ち
に
な
り
ま
す
。
種
々
の

相
談
等
で
お
急
ぎ
の
場
合
は
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
ご
確

認
下
さ
い
。

日程 :平成 29年 11月 30日 (木)日 帰り

7 : 15  7:20


